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前文
前研究の概要をのべると，まず住居観iζ閲する既研究
の検討を行ない，住脳級制と住居観関連総造凶の仮説を
&定した。次1:，住宅階l符と住宅地域の翼なる3つの居
住者群(計2074f'十)を対匁として調査を実施し， Qモー
ド肉子分析を用いて， fl=.h若観パター ンを他出し.住居観
視の成立を検証したど 次IC，上記調資において住宅お
よび居住地の要素かI"Jー であるお蔵寺ニュータウンの3
OKl型公団分説.f.l合住宅1，1.f作者 (384件)を対象として，
住民観パターンとて・三の生活の3者側面とのI刻速につい
て検村し，さらに似件者の属0:僚と住居観パターンとの
関連性よりその形成~闘を検証し ， 住封鎖閲.i!島崎造の仮
説の成立を部分的に夫Q正したP
なお，本命文については， i仮説の設な過将Ji仮説
検証の過程Ji設計汁Itlijへのl苅述の過符」等で.まだ多
くの前提的に述べられなければはらない事項があり ，発
}.の1闘が布j後する部分もあるが，今回は今まで行なって
米た研究について発表するととにした。
第 1章序
~ 1 .研究目的
..f>;報の臼的は，イ上.\J:P~置を引きお乙す潜.((的u徹となる
fl=J~号制が， 住宅のデザイン志向 (ζζ では、1<副総成志向
および外観デザイン，忘向の2つの要素をとる)をだ有す
る大きな要因であるかと・うかを考究し.住民鋭か{主主:ぷ
J計画学の解析的伝標として有効性をもっζとを解明す
る乙とである。
分析の手順は，まサfUriillパターンと住怠見 ・作用組
の関連，さらに住I.!I鋭パターンと住み方の閲述を検討し，
その明白幡J.tぶ向の特徴をとらえる。次1:，イHii観と外
観デザイン志向の関i1!を検討してその特徴をとらえる。
~ 2 .検定方法
φ;諭文では，各立において住居観パターンと諸変数と
のクロス分析をおとない，その検定としてカイ自乗検定
をお乙なう。また数量的変数(あるいは数量iζ置換した
変数)，例えは余総室数tζ対しては.住居観パターン別
のAの検定もお乙なう。
さらに，住居鋭パターン全体の検定では有怠差が出現
しない期合の行怠左の把握と，どの{主陪観パターンに有
怠J主ーが出現するかを抱擁ーするため，各{1:IAl2パターン別
の有ぷxの検定をお乙なうこととした。各住居観パター
ン月IJの検定は，それぞれの各位屈観バターンとそれ以外
のハターン鮮との分割による検定のβ法をとっており，
例えはA・8・C'00) 4ノfターンICおいて， A対BC
DあるいはB対ACDといった分割によってAあるいは
Bが全体IC対して有怠差をもつかどうかを検定しようと
するものである。乙のfj法によって.すべての変数に対
するクロス分析のカイ臼乗検定，および順位性をもっ変
数.例えば5段階評価による住怠見については.順位相
関係数の有意.Aの両個IJ検定をお乙ない，数i注的変数(あ
るし、は樹立に前検した変数)に対しては苧均値の乏の検
定もお乙なう。 しかし，本研究で調査対象とした住居観
バターンの4矧型は，その対象数IC走兵があるため，4 
煩塑聞のイヨ怠A臼体を比較する ζとは厳僚には意味をも
たない。
k記の各検定はそれぞ‘れ有意表10労水憎までとらえる
ζとと した。
~ 3.調査の積要
調査対象は，ri{杭156年7月-8月ICQ問先をおζなった
愛知県m1 Jl.rliにある高蔵寺ニュータウンの30K型公
団分譲集介住宅居住者384件である。前文I(記した研究
において既にrl出している住居鋭バターンを採用する。
ちなみに，本調査対象の住居観パターンの織成は， i誇
、 ，
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>内の数値はカイ自乗検定による有意差(労)
1 )住宅は、食寝休養の空間が確保されればよい。
2)住宅は、応接間や客間を重視したい。
3)住宅は、台所を食事室と同一室にし、そ乙を同時IL
団らんの場として、食事や家事を家族と楽しみたい。
4)住宅は、みんなが集まれる居聞を第ーに考えたい。
5)住宅は、たとえ居間が狭くなっても、子供部屋、寝
室をとりたい。
6)住宅は、アトリエや工房などの趣味や作業を行える
部屋をぜひ取りたい。
7)希望する住宅は特にない。
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居住
示型類型J129件 (33.6%). f合理型類型J146件
(38.0%). f自律型類型J61件 (15.9~ぢ) . f償習型
額型J48件(12.5%)であった。
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住居観と平面僑成志向
本主主では，各住居観パターンをもっ生活者が.どのよ
うな住宅平面構成志向をもつかを検討する。まず最初iζ
住意見・住思想、との関連からその平面構成志向の傾向を
とらえ，次いで住宅内において実際にお乙なわれている
住み方の側面からその志向jの把握を試みる。
~ 1 .住居観と住意見 ・住理想の関連からみた平面構成
志向
1 .余総の一室(部屋の用途)
公団住宅 3DKの居住者を対象として.もし食事室，
団らん室，夫婦と子供の寝室が確立されていると仮定す
れば.あと一室の余裕室は何の用途に使いたいかを知る
乙とにより，平面構成志向のー側面を探ろうとした。図
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者で6害IJ以上を占める。しかし. f居間重視型Jと「趣
味室重視型JI(住居緩パタ ーンによる違いがみられる。
すなわち. f'慣習型J類型では 「居間重視型J希望が多
く「趣味室重視型」が少なし、。逆に「自律型」類型では，
「居間重視型jが少なく「趣味室重視型」の希望の方が
多くなっている(カイ自乗検定1%で有意差あり)。 ま
た. f合理型」類型では「食寝型Jと「希望なしJの比
率が相対的に多い傾向がみられる(カイ自乗検定2銘で
有意差あり)。
3.居間，食事窒，台所のつながりの希望型
居間，食事室，台所のつながりの型を fL+D+KJ
型. fL+DKJ型. fLD+KJ型. fLKJ型の4
つのタイプに分けその希望を質問した。住居観パターン
別の構成比を図31(示す。全体では fL+DKJ型が半
数を占めている。
住居観パターン別にみると. f合理型」類型で開放的な
台所である fLKJ型希望が相対的に多く(カイ自乗検
定5%で宥意). f自律型」類型と 「慣習型J類型では
住居観類型と住宅の希望型の関連図2
。
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>内の数値はカイ自乗検定による有意差(%)< 
( 2 ) 
住居観類型と希望する余俗室の関連
ll(示した7種類の室名をあげて調査し，各往居lfi.パター
ン別に各室iζ対する希望の構成比を同図に示す。全体的
』ζ接客室』ζ対する希望が多いなかで. f誇示型」類型で
緩客室の希望崎iζ多く(カイ自乗検定1~ぢ水準で有意)
「合理型」類型と「自律型」類型で相対的に少なくなっ
ている。また. f自律型J類型で害斎を希望する割合が
やや多くなっている。
2.住宅の希望型
図2にあげた6種類の住宅平面構成類型のうちのどれ
を希望するかを同図に示すような項目で質問し，各住居
観パターン別に住宅の希望型の構成比を示す。全体では
「家事労働重視型」と「居間重視型」の希望が多く，両
図 1
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?中島他:住帰観
fLD+KJ型の独立キッチン志向が相対的に多くなっ
ている。
4.起居様式に関わる希望等について
図41C示す起居様式』ζ関わる希望，住宅平面織成にお
ける重視空間の傾向，収納，モノ所有等iζ対する窓見に
ついて， f.思うJから「思わない」までの5段階にそれ
ぞれl点から5点までの点数を与えて，各住!忌ul.パター
ン別にそれぞれの項目の平均値を算出した。その質問項
目と結架を同図に示す。その結果を検討すれば， (図4) 
1 )起居織式に関わる希望で・は，全体的に届問・食事室，
綾客室 . 子供部屋K対してはイス~志向が強い傾向がみ
られる。しかし.住居綬ノfターン別にみると， r慣符型」
傾型ー では相対的ICユカ座志向が強く.特』ζ夫制寝吉区と媛
客室で・は、ド均値の差の検定で5%水準までの有意差・がみ
られる。逆IC， f誇示型J 類型ではイス~志向か強< ， 
夫婦寝室.接客室.子供部屋に対してそれぞれ平均値の
差の検定に 19ぢから1O~彰水準までーの有意走がみられる。
2)収納空間iζ対する希望では， f自律型」類型で「⑨
すぐ使える状管J， f⑩家事合用化のため一指収納Jを
希望する傾向があり(後者で平均値の差の検定4労で有
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fL+D fL+D rLD+ fLKJ 
+KJ型 KJ型 KJ型型
< >内の数値はカイ自乗検定による有意差(%)
1)台所、食事室、居間の全てが独立しているのがよい。
2)台所、食事室が同一室iζなっているのがよい。
3)台所が独立し、大きな居間で食事をするのがよい。
4)台所と食事室と屑聞の全てが同一室になっているの
がよい。
図3 住居観類型と台所の希望型の関述
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(………献に凶②犬%1寝室は、ユカ臨式よりもイス峰式iζ したい
③俊幸王宮主は、ユカ使式よりもイス座式にしたい
④子供部屋は 、 ユカ~式よりもイス座式にしたい
⑤もし余俗があるとすれば、個人個人の部屋を広くする
より家族の集まる居間や食事室を広くとりたい
⑤庖I制よりも綾客室を広くとりたい
①もし部屋数IC制限があるとすれば、子供の個室より、
まず犬婦の寝室を佐保したい
③もしl扇積に制限があるとすれば、たとえ部wが狭く
なっても部屋数を確保したい
⑨よく使うものは、きちんと片づいていなくても、すぐ
使える状態にしたい
⑬個人の衣頬なとは、個人個人の部屋に収納するよりも、
家事をする人が洗濯後の収納iζ便利なように、一括し
て収納したい
⑪個人の持ち物でも、季節外のものゃあまり使わない大
きな物は個人個人の部屋iζ収納するよりも、納戸等IC
集中して収納したい
⑬各部民が狭.くなっても、各部屋iζ十分収納空間を取り
たL、
⑬係部1iJ.IC十分収納空間があれば、納戸は必要ない
〈⑬所得の家具や道具いき山多く持以い
⑬個人の衣類や持ち物は、できるだけ多く持ちたい
Gゆ
O内の数値は平均値の差の検定による有意差(%)
住居観類型別住の諸側面iζ対する住意見の平均点
⑬ 
( 3 ) 
図4
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意)， i'慣習型J類型では「⑮不要不急の個人の持ち物
は納戸集中収納Jを強く志向しているが(平均値の差の
検定2%で有意).家事合理化とつながる「⑩家事合理
化のため一括収納jは否定傾向を示している(平均値の
差の検定2%で有意)。逆に. i誇示型J類型では「⑫
個室収納」を希望する傾向が強く(平均値の差の検定3
%で有意). i@不要不急の個人の持ち物は納戸集中収
納」の希望は相対的に弱い(平均値の差の検定5%で有
意)。
3 )平面構成上の重視空間の傾向では，全体i乙住居観類
型による大きな違いはみられないが， i誇示型」類型で
「⑥居間より接客室を広く Jという希望が相対的に強く
(平均値の差の検定1労で有意)，銭客室重視志向が乙乙
でもみられる。
4 )モノ所有lζ奔tする希望では，世帯用のそノ，個人用
のモノの両方ともに「誇示型J額型で相対的に多くのモ
ノを所有する乙とを希望する傾向がみられ(両者ともに
平均値の差の検定1%で有意)， i合理型J類型と「慣
習型J類型では，モノを多く所有する ζとに対する否定
傾向が強い。
~ 2.住居観と住み方の関連からみた平面布施成志向
本節では，図51<:示す3DK型の空間条件をもっ居住
者に対して.住居観パターンの違いによる住宅における
実際の住み方の相違について検討する。乙 ζi乙，対象を
核家族i乙限定し，家族熔成の条件を整理するため，必要
個室数別iζ分析を試みる。乙乙でいう必要個室数は，就
寝分離の原則iζ準じ各家族に必要な個室数を示す値であ
り，その算出基準は親と小学生以上の子供，および小学
生以上の異性の子供同士，中学生以上の向性の子供同士.
藤山台 中央台
(48.85 nf) (48.99 nf ) 
居
? ?
必要個室数室長針 金量主主
;韻iE4i<凶 ー<6刈
住 90↓l. 1<1日 J 食
観叫 1 1 11 i80去
費叫
11 11 11 t~ i 
2叫 11 11 1 ~ x ~ ~ ~~! 
富301 11 1 11 ト|ロト1ho手
~，Ij 20~ 1 1 11 11 1 11 十20棒を基 l~[ 11 " " 川u uo塑
必要個室数金主主皇 室長選
必要個室数別朝食と夕食 必要個室数別食卓と団らん
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図6 必要個室数別住居観類型と食卓の位置の関連
小学生以上で3人以上の向性の子供向士等が同一室lζ就
寝しないですむ最低限の個室数と仮定する。
1.公室のあり方(食卓の位箇)
図6，(1)1<:，住居観パター ン別必要個室数別lと朝食と
夕食用の食卓が同一である害IJ合を示す。乙の割合は全体的
に高い値を示すが. i慣習型j類型と「自律型」類取ーで
は必劃閏室が2室以上の家族で相対的にやや朝食と夕食
用の食卓が同一である割合が少なく，夕食をiDKJ以
図5 調査対象住宅の平面プラン (3DK型)
岩成台 (56.81 nf) 
( 4 ) 
および「税チriJ一室就寝jの割合を住居観バターン別に
示す。 3DKでは.一般的にー宅を居間として使用する
と，必要個室か3室以上の家族では就寝は上記のいずれ
かの形で屯泌せざるをえなL、。そ乙で，住居鋭パターン
別にζれを比較すると. r誇示I'U矧型において「異性
子[ri]一室就絞Jが多く. r自体型J綴型では「同性子同
一室就寝J.r居間就寝Jが多いが『異性チ同一室刻浪J
「親子l， iJ-~控訴1J は少な L 、。 í合理Z型J 類F引におい
ては「籾flciJー 宅就寝Jが多く，住居値観パターンによる
税浪分総K対する志向のi主いがみられる。
同 7.(3Hcは.住居観パターン別必要個室数別IC.
「届問就寝」の割合を示す。全体的には必要個室数が地
加するに従って，乙の割合は多くなっている。住民観パ
ターン;)1)にみると. í Êl~tt!J 煩型では ， プライパシー
要求のあまり強くない必要個室 l室の家族でこの割合が
相対的におくなっている。乙れは.居間を確立するより
も舎斎写の余総室をとるζとを後先しているためである。
3DK型の政相家阪総成である必要都i宅2宅の家族では.
「自律型」矧1t'iでζのさIJ合が相対的に少なL、。しかし，
f慣習型JUi.ll!iでは相対的に多くなっており，乙の頬型
では必劉割安 2 i[の家族で「純子同一宅就寝」の常IJ~きが
多かったことを弔ね合わせるとふ盾の多い住みんーになっ
ているといえよう。
b)住み}jの，f屑
「親子rnJ一宅就寝」および「異性子同一宅就寝J• 
「向性子!日l一安材浪J等の就寝のOJ!後lζよる住みん-の矛
盾(以下乙れをまとめて就寝の市仰と記す)と . fr，o:Jlm 
就寝Jという異質行為のofiWによる必盾の住居鋭ハター
ン5.l1]._e，朝同容数別の吉IJ合を閃8に示す。住みJのA'l丙と
して「侶一間就寝」しか存在しない必要個室 I容の家族の
場合「誇示明」煩型では「ヂ盾なし」のさIJ合がやや多く ，
「自律型」矧引ではやや少なし、。必婆個室2安の家族で
は「慣宵型Hfi唱で「居間就寝Jと「就寝のrfl"HUの両
矛盾の併存(以下ζれを両ヂ宿のi1!板と記す〉が多く，
Jヂ盾の多い{主み万となっている。また il詞..f応のf打線」
を含めて「寝室の市復」は. í合PM't~J 頬型と ífJf~}~J
矧型ではやや少なく ，ζれは必要個室3室以tの家族に
おいてもらl械であり . ζの両パターンでは就寝分離を垂
視する傾向かあるといえる。
c)庖住型
乙乙ではJuitJ.¥'1を，前記の{I=みJjの矛盾のfT1mおよび
余俗室の釘無を組み合わせ4つのパターン』ζ分史(.{する。
すなわち「余俗'tUは住み方IC矛盾(就寝の垂絡i.肘問
就寝)がなく，余俗宅のある協合であり. i矛盾明」は
ヂ盾のある{_tみ方をしていて余俗室のある場合. i不足
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外の部阪で洛ちついて食べようとする傾向かみられる。
凶6.(2I1Cは問機IC.食e与と同らんのための机か同ー
である別合を示した。全体的には.必要個室l室と 3室
以上の家族で[，~机である :~IJ合が多む、。乙の即rlilま必要個
宅l宅の家族は部屋iζ余俗があるため，また必要個数3
室以上の家族は家族人数か相対的K多くrDKJで食']l
するには狭いためにいすれの勾合もrDKJで食事をす
るζとは少なくなるζとによると巧'えられる。しかし，
f慣習引」類砲では上主15の傾向はみられはb、。乙れは，
乙のま負担lでは.先IC述べたように独すキッチン志向が強
い乙とによるとみられる。また. r誇示引J知砲ではど
の必忍引開宅数段階においても同机である割合が少なく ，
乙の級生10)ダイニンクキッチン，志向がみられる。
2.例iそのあり方等一
a)車線宝
図7.(llc.税と小学生以上の一子供か同一室IC就寝
(以ド縦訓4一室就自と，ic司)する割合を示す。必要倒
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住居観頬~と就寝室のあり方の関連
室2室の家族では「俄l"1'tU額引と「み示哩u知昭一でそ
の書IJ合が多く . i合理塑」頬!tlでは少ない。必姿例宅3
窒以上の家族では f親子luJー 宅就寝」かやや多くなる傾
向かみられる。
lヌ17• (21C .必要個室 35f-:以上の家族の.小学生以上
の異性の子供同士が同一宅に就寝(以下見性子同一室就
寝と日己す)する割合と ，中学生以上のli]t生の子供同士が
向一室IChõ~浪(以下同性向司一室湖沼と記す)する割合 ，
図7
型」は矛盾のある住み方をしていて余俗室のない場合.
「充足型」は住み方の矛盾がなく余総室もない場合であ
る。住居観パターン別必要個室数別の乙の割合を図91ζ
示す。
必劃闇室1室の家族の場合「誇示型」類型では就寝室
が少ない傾向があり， i余裕型」の害IJ合が多くなってL、
る(カイ自乗検定Hちで有意を示す)。また「慣習型」
類型では獄浪室を多くとるため「余裕型」が少なく「充
足型」が多くなっている。必要個室2室の家族の幼合，
「誇示型」頬型と「憤習型」類型で相対的に「充足型」
が少なく ，前者では「矛盾型Jと「不足型Jがやや多く ，
後者では「矛盾型Jが多くなっており矛盾の解消よりも
余裕室をとる方を優先しているといえる。必要個室3室
以上の家族では， i自律型J類型と「慣習型」類別で
「不足型」が多く「矛盾型jが少ない。乙れは，余俗室
をとるよりも磁波室確保の方を優先しているためである。
d)余裕室の用途
関101<:，住居観パターンglJ必要個室数別の平均余俗釜
数を示し，図11とはその余裕室数の割合を示す。また.
乙の調を対象住宅である 3DK型の3つの和室の使用う
ちわけの割合を凶121ζ示す。
必与制[司室J:室の家族の場合， i慣習型」類型で平践l余
裕室数が少なく(図10参照)，余裕窒がない場合が多い
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(図1参照)0 i誇示型J類型と「自律型」類型でやや
平均余俗室が多いが(図10参照)，乙れは前者では寝室
数か少ない乙とによる「余裕型」によっており，後者で
は「居間就寝」 κよる「矛盾型」の居住Kよっている
(図7，9参照)。必劃回室2室の家族の場合 「慣習型j
類型で平均余め室数が多く (図10参照)，ζれは「居間
就寝jの住み方による「矛盾型Jからもたらされたもの
である(図7，9参照)。必要個室3室以上の家族の場
合「自律型」類型と「慣習型J類型で余俗室数が少ない
が(図10，1， 12参!被)，乙れは寝室数確保優先のため
である。
次lζ，余裕室を l室もつ分析対象者について，その用
途と構成比を住居観パターン別に図131ζ示す。 i慣習型J
実胞では，勉強部屋の所有話事が相納守i乙高く， i自律型」
主睦ーでは書斎の所有率が高い。
e)起居様式の実態
各位届観パターン別tζ，各生活行為における起居機式
の実態を図14'乙示す。 itr習型」類型では，夕食，団ら
ん，接客，親の就寝の各生活行為において相対的にユカ
座が多くみられ(それぞれ!順位相関係数1L1 0~杉水準まで
の有意差あり)，住怠見の希望でとらえた傾向を裏付け
ている。また. i誇示隻u類型でーは親の就寝については
相支拘句にイス箆が多くみられる(順位相関係数5%で有
意)が，他の生活行為にはイス座化の傾向は他パターン
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図14 住居観類型と起居様式の実態の関連
と比較してあまり顕著な差はみられず，住意見の希望で
みられたとの類型の各部屋i乙対するイ ス座志向は，住空
間の狭さ (3DK型)Iζ制限されてその出現を妨げられ
居 学
ていると考えられる。
S 3.まとめ
各住居観パターンの平[面構成志向の特徴を以下にまと
める。
①まず，住怠見・住理想からその志向をみると. i誇示
型J穎型においては，倭客室重視志向.起居様式のイス
康志向.収納空聞における分散収納志向，モノ多所有志
向がとらえられた。 r合想型J頬型』ιおいては. r食寝
型」志向，開般的台所志向，モノ多所有に対する否定傾
向がとらえられ. r自律型J類型では食事の雰囲気を重
視する台所の独立キッチン志向，書斎・趣味室希望等の
倒性重視志向.団らん室重視志向，家事合理化のための
収納空間志向がとらえられた。さらに. r慣習型J類型
では台所の独泣キッチン志向.家族室重視志向，起居様
式におけるユカ座志向，収納空間ζ責付る集中収納志向.
モノ多所有に対する否定傾向がとらえられた。
G欣』ζ，実際の住宅におげる住み方からみた各住居観パ
ターンの平面構1iX;志向をまとめると. r誇示型」煩型で
は就寝分離よりも公私室分離を優先寸る傾向をもち.公
室IC対してはiDKJ型を志向して居聞を独立させる乙
とを優先しており，個室より居間優先の住み方で一貫し
ている。また，起居様式においてもイス座志向が表れて
いる。 r合理型J類型では，逆に個室優先志向を示した。
「自律型J類型では，就寝分離の志向が強く ，公私宅分
離よりも就寝分離の方を優先する傾向を示し，個人のプ
ライパシーを重視する個室優先志向がみられる。例えば
余俗室も書斎の使用用途が多くみられ.個性重視という
志向で一貫していると考えられる。 r慣習型j類型では，
公室は独立キッチン志向が強<.矛盾のある住み}jも多
くみられる。余裕玄の用途は，勉強部屋か相対的に多い。
また，起居様式においては全般的にユカ座が多く ，乙れ
は住意見でとらえたユカ座志向を袋付けているといえる。
第3章住居観と外観デザイン志向
S 1 .外観デザイン解析の枠組み
住居観と住宅設計計画との関わりは.主に住生活と直
結する平面構成』ζ関連する部分が大である。しかし，住
宅設計計画上，立面計画，すなわち視覚的デザインの側
面も重要である。視覚的デザインiζは，室内デザインと
外観デザインとがある。そのうち，室内デザインは，外
観デザインに比べて，平面構成との関連が大きい。本章
では，住居観が外観デザイン志向』ζ関連をもつかどうか
を検討する。
平面構成が，生活者の生活に対する考え方， 志向と関
連があるとすれば，外観テザイ ン志向は主iζ感覚面に関
(8 ) 
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表 1 外観デザイン解析紬の仮説
歴史的デザイン志向 |外面表現志向|内函表現志向
日本伝統的
欧米伝統的
現代的
速をもつものと考えられる。しかし，外観デザインは住
宅lζ内包される住生活の一部を表出するものと考えられ
るので，純粋に視覚的デザインの感覚面だけをとらえて
いるとはいえない。
外観デザインの表現的要素群を総造的に務理し，生活
者の外観デザイン志向を但握して，住居観との関連構造
をとらえるζとを試みる。外観デサイン解析紬として，
被Jj~学者R.lVl .ホフマンの美的感覚の評価を表す構造
図 4)およびD.リースマンの人間の性格における 3つの
タイプ5)を参考として，本研究では，歴史的デザイン志
向車1.外面表現志向車IU，内而表現志向柚の3納を設定し
た。外観テザインの表現構造iζ関わる解析紬の仮説を表
1 Iζ示し，ζれを構造的立体として表現したものを図15
lζ示す。
まず，外観デザイン志向的の中の歴史的デザイ ン志向
AI現代的 ・軽快 ・はなやか A2現代的 ・軽快 ・ひかえめ
即日本伝統的 . " B2日本伝統的 ・
CI欧米伝統的 . " C2欧米伝統的 ・
C1 
C2 
Bl 
B3 
A4現代的・重厚 ・はなやか A3現代的・毛厚 ・ひかえめ
B4日本伝統的 . " B3円本伝統的 ・
C4欧米伝統的 . " C3欧米伝統的 ・
図15 外観デザイン解析構造図
( 9) 
重厚 はなやか
軽快 ひかえめ
納は，瓦の偽斜屋中良をもった日本伝統的スタイノレと，そ
れに対極する「インターナシヲナノレ様式 6)Jの陸尾糠の
現代的スタイノレである。また，伝統的なスタイノレとして，
南欧，スペインにみられる欧米的な傾斜屋根のスタイノレ
あるいはそれに影響を与えられた欧米の伝統的形態志向
をもっスタイルが考えられる。すなわち，歴史的デサイ
ン志向紬では.r日本伝統的J (図15ではBlB2 B3 
B4の而). r欧米伝統的J(図15ではClC2 C3 C4 
の面). r現代的J (図15ではAlA2 A3 A4の面)
の3パターンか考えられる。次』ζ，居住者の内而的性格
の表れとしての，内図表現志向柚が考えられる。乙の具
体的空間表現は多種考えられるが，その表現志向性の強
弱をくはなやかーひかえめ>の対概念でとらえる。
図15の憐造図ではAlA4 84 81とAlA4 Cl C4 
の2UIIが「はなやかJ• A2 A3 B3 B2とA2A3 C3 
C2の21函が「ひかえめ」を示す。最後iζ，他人』ζ対す
るアピー ノレに関係した外而表現志向車曲が考えられる。乙
の具体的空間表現も多種考えられるが，乙乙ではその表
現志向性の強弱を<ifi:厚ー桜快>の対概念でとらえ
る。図15の構造図では.Al A2 82 BlとAlAz Cz 
Clの2而が「軽快」を示し.A3 A4 B4 B3とA3
A4 C4 C3の2面が 「重厚Jを示す。乙の外観デザイ
ンの3つの解析的の組み合わせは12通り考えられ，図15
の構造岡ではAlA2 A3 A4 81 82 B3 84 Cl C2 
C3 C4の12の各頂点で示される。乙の12種矧の組み合
わせを.具体(，j#担割例として代表的住宅を選択し，写真
として提示する乙とにより ，生活者の外観デザイン志向
の抱渥を試みた。取りあげた代表例を図16に示す。縦ヂIj
lζ 171J (者厚・ひかえめ). n列(重厚 ・はなやか). 
ilJI (軽快・ひかえめ). lVYlj (軽快 ・はなやか)を並
べ，繊列ICA列(日本伝統的). BヂIJ(欧米伝統的). 
C列(現代的)と配尚して.1つの図として示した。乙
の配置にしたのは，縦ダIJ比較あるいは横タIJ比較という外
観デザイン志向軸ζとの群比較をお乙なうためである。
は枚の代表例の選択』ζは，まず同質の住宅と思われる
46f女の写点を10名の学生IC提示し，各納IC対する感じ方
に7096以上の同一回答を得たものの中から選択したが，
その後，2事実の角度や鮮明度あるいは住宅以外の要素に
よる影響等を考慮して，別iζ取り11した，より目的と合
学居住
D71J I 列
232 -
AJIJ 
B71J 
C列
図 16外観デザイン志向調査提示写真
あり)。しかし，外面表現志向を「軽快JIC限定したと
きの内面表現志向 (il列とN列比較)は.住居観パター
ンによる差がみられなかった。 また，全体的に外面表現
{第)
80 9日 i∞
く8>
く10>
く6>
<8> 
1<10> 
lく3>
ピ4>
住居観類型と外観デザイン志向(7IJ比較)
ω 
????
?
?
????
?
???????
?
?
?
?
?
????
?
? ?
? ?
?
?
?
?
?
???
?
? ?
?
??
』
???、
， ， ，
，?、 、、
? ?
??
? ?
??
?
???
く1>
く1>
く3>
く4>
<1> 
< >内の数例はカイ内最険Ji:によるti>i:1.':(箔}
<2> 
<6.> 
経
快
4J 
ちは'J や
お、
10 
????
弓:;ユ
?????
?
?，?
??
?
?
?
?
』
??
〉
??
?
?
?、
??
?
?
?
ー
??
?
?
、
，
〉
??
?
? ?
? ?
、
??
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
??? ??
?
??? ?
?〓
?
? 、 ?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
???? ? ?
??????
?
?
???
?
?
?
???
???
?
?
?
? ?
?
?
?
?
??
???
?
??
?
?
? ?
?
? ??
?
?
? ?
? ?
?
??
??
?
?
?
???
?
???
?
???
?
????
?
??
?
??
?
?
? ?
?
?
??
???
?
??
??、
?
?
?、
，?
?、 、
?
?
?
、
??
?
?
???????
??
?
?
??
?? ?
?
?
、?
?
? ?
?
??
? ?
??
. 
x> 
.' 
4‘ 
ヰ
& 
"ifr 
隠
図17
伺40 
、??
??、
?
? ? ?
?
??
? ?
??
，
??
• ??
?
?
?
?
ょ
?
?
?
?
?
??
??，?
?
?
?
?
?
?
?
???
30 20 
??
??
( 10) 
致した写真と一部入れ換え，最終的に図16に示した写真
を採用するとととした。
~ 2.住居観パターンと外観デザイン志向の関連
本節では，住居観パターンと外観デザイン志向との関
連について検討する。そのため， まず各外観デザイン志
向軸の好みの方向を列群選択の方法lζよってとらえる乙
とと した。 外面表現志向軸，内面表現志向軸では2列群
比較およびその両紬組み合わせlζよる 4列群比較で選択
させた。 歴史的デザイン志向紬では3タIJ群比較と してい
る。次に，12枚の写真中で一番好きな住宅およびー喬住
みたい住宅をl枚選択させて，各外観デザイ ン志向車自に
対する志向を検討する。群選択と 1枚選択の両方法を用
いる乙とによって，住居観パターンと外観デザイン志向
の関連の分析を試みる。
1 .列群選択による住居観パターンと外観デザイン志向
の関連
図171C各住居観パタ ンーが外観デザイン要素に対して
占める割合を示す。はじめに.271J群比較による内面表
現志向くはなやか ー ひかえめ>について検討する。
まず，外面表現志向を 「重厚」 に限定したときの内面表
現志向，すなわち I列群(重厚 ・ひかえめ)と EヂIJ群
(重厚 ・はなやか)Iζ対してどちらの列群を好むかを選
択させてそれぞれのダIJの選択者の筈IJ合を住居観パターン
別に算出し，ζれを分析する。 r慣習型J類型で「はな
やか」 志向を示し. r合理型j類型で 「ひかえめ」志向
を示している(両者ともカイ 自乗検定10%水準で有意差
10 
-233-
?????????????
????
?
?
??
?
?
?
。??
?
?
?????
?
??
??
?
?
?
?? ? ?
?
?
???
中島他:住居観
???
??
??
?
????
?????
?
???????
???
?
??
?
????
???
?
??
?
????
???
?
???
??? ?????
?
???????
???
?
??????
???
????????
???
?
??
?
????
???
?
????
???
?
???
??
?
????
??
?
?
?? ?????????????????
??????????
???
?
? ? ? ?
???
??
??
??
《
??
? ?
???
?
《?
?
?
住居観類型と一番好きな住宅の関連
)( 
>内の数値はカイ自乗検定による有意走 (%)< 
住居観類型と一番住みたい住宅の関連
示型」実臨!で「欧米伝統的 ・重厚・はなやかjが多く，
「自律塑」類型では「現代的 ・軽快 ・ひかえめJ， i欧
米伝統的 ・軽快・はなやかJが多い。 i慣習'tJリ穎11で
は「日本;伝統的 ・重厚 ・はなやかJが一帯多く，それぞ
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(11) 
志向が「垂厚」のときは「はなやかJ志向が多く， i軽
快jのときには「ひかえめ」志向が多くなるという傾向
がみられる。
次』ζ，外面表現志向<重厚ー軽快>について検討
する。 ζの湯合も全体的に，内面友現志向が「ひかえめJ
のときは「軽快」志向が多く， iはなやかJのときは
「噴厚J;志向か多くみられる。住居鋭パターン別にみる
と，内I回表現志向を「ひかえめJIC限定したときの外而
表現志向(1 1JとE列比較)では， i誇示型」類型，
「慣習塑j類型担で iil:J!lJ志向を示した。また，内商表
現志向を「はなやかJ，<:限定したときの外国表現志向
(I列とJVjlJ比較)では ， i慣習型J類型で「重厚Jを
ぷし， i自律相J類型で「軽快」志向を示した。
さらtζ，内面表現志向と外国表現志向の組み合わせに
よる4つのパターン(1，I，皿 ，JVjlJ比較)1ζ対する
外観デサイン志向を検討する。乙の方法では，すべての
住居観ノfターンにカイ臼乗検定10%までの有志、差がみら
れた。まず「誇示ヰ'U類型では「重厚 ・はなやかj志向
がみられ， i合理型J矧型では「軽快・ひかえめJ;志向，
「白律型」頒型では「軽快 ・はなやかJ志向が相対的κ
多くなっている。 i'俄尚3型J額引では ia!f立・はなやかJ
志向が非常冗強くなっている。
最後』ζ，歴史的デザイン志向と住居観パターンとの関
述について検討する。全体的に「現代的J志向は少なく
il:J本伝統的」と「欧米伝統的Jとが多くを占めている。
住居観パターン別にみると「慣習型」類型に「日本伝統
的J芯向が強くみられる(カイ自乗検定29杉で有;む)。
2.住居観パターンと一番好きな住宅，住みたい住宅の
関連
凶161<:示した12枚の住宅の写真の中から-ilBfきな住
宅と一部主みたし、住宅を選択させる乙とiとより，内面表
現志;'1，外面表現吉、向，歴史的デザイン志向の組み合わ
せによる外観デザイン志向を検討する。凶181乙は，住居
観パターン男l]l<:ー罫好きな住宅の割合を示し，図191Cは
-a住みたし、住宅の割合を示す。
-Is:好きな住宅では，全体で I欧米伝統的 ・重厚 ・は
なやかjの割合が一番多く，次いで「現代的 ・軽快 ・ひ
かえめJが多くなっている。また，好きな住宅の書IJ合が
少ないものは各住居観バターンに共通しており.f帽観
パター ン5]1<:はカイ自乗検定による有意差はみられなかっ
た。また，一蓄住みたい住宅では「現代的 ・務快・ひか
えめ」の割合が一番多く， i現何ド1・fi厚・はなやかJ， 
f欧米伝統的 ・重厚 ・はなやかJと続いている。また.
乙の場合も住みたい住宅の需IJ合の少ないものは各住居観
バターンに共通している。住居観バターン別には. i誇
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「伯習轡」煩型で「重厚 ・はなやかJ志向， r自律型」
矧型で「軽快・はなやかj志向， r合理型J頬型で「ひ
かえめJ志向がとらえられた。歴史的デザイン志向では，
「慣習型」頬型の「日本伝統的」志向が検出された。
倒主居観バターンと一番好きな住宅.一番住みたい住宅
の|知連では，好きな住宅の場合顕著な差はみられないが，
住みたい住宅では「誇示型j類型で「欧米伝統的 ・重厚 ・
はなやか」が多く ，r自作型」頚型で「現代的 ・軽快 ・
ひかえめ」と「欧米伝統的・軽快 ・はなやか」が多くなっ
ており， 門口~}t!J 額型では「日本伝統的 ・ îf!厚 ・ はな
やかJが多し、。次』ζ，乙れを内両表現志向と外面表羽志
向の妥京群の組み合わせ，歴史的デザイン志向の要業群
にまとめて検討する。一番好きな住宅では「合照明J矧
引で「重厚・ひかえめJ志'-rt札 「自律型J類型で「経tA.
はなやか」志向，r慣習型j類型で f日本伝統的J志向
がとらえられた。同織に，一苔住みたい住宅では f誇示
1'U ~型で fïW?- ・ はなやかj 志向， r自体型j鎖型で
「事事快・はなやかJと「軽快 ・ひかえめJの両「軽快J
，志向がとらえられ， r慣習型J類型で「口本伝統的」志
向がとらえられた。
@ぷヒ①，@?:>結果を総合すると， r誇示型JM引では
「欧米伝統的.m厚 ・はなやか」志向， í合PH型」ぢPs~
では相対的H:iひかえめJ志向がみられ， r廿i習型JM
qでは rl:l本伝統的 ・老眼 ・はなやか」志向がとらえら
れた。 r臼fl~苦~J 類型では ， 好きな住宅と住みたい住宅
でやや傾向IC: Ã~異があり.好きな住宅が相対的 IC: i欧米
伝統的・経tA・はなやかJ志向を示すのに対し，住みた
い住宅では「軽快・ひかえめj志向が多くなっている。
次に，住f;5観と外観デザイン志向の関連を把促する過
粍で明らかになった事項をまとめる。
G汐凶j~長現ど、向，内面表現志向ともに ， その表現力が強
い「重厚Jまたは「はなやかJIC:限定した湯合に，住民
観パターンとの関辿がより日月lilc抽出された。
③全倒均IC，タト商表現志向と内I笛表現志向の組み合わせ
が.r活厚Jと「はなやかJ， r軽快」と「ひかえめ」
の場合の許1合が多く .乙の組み合わせの関連が強い ζと
がとらえられた。
③またとれに関i卑して，外面表現志向，内面ぷ現志向の
みを切り離してそのi志向をとらえた場合にくらべ，外而
表現志向と内li表現芝、向の組み合わせでとらえる場合に，
より住居制パターンとの関連性が強くとらえられた。
e浴外ilデザイン忘向納ζとiζ分析する場合IUi.ll字選択
の方法が適しており， 3つの解析紬の組み合わせでとら
える喝合には一枚泣択の方法が適していると身えられる。
( 13) 
第4章結 論
住居観と平面続成志向の関連では，住意見 ・住原五日等
の住の諸仮!晒に対する住窓識において， r誇示型J額型
にはt華客室重視志向 ， イス座芯向，モノ多所有婆求~ζ
のパターンの「みせびらかし」意識が抽出怠れ， r合PTl
型u類型では「食寝型J志向，開放的台所志向iとぶれる
コンパクトな平而構成志向.モノ多所有否定等の特徴，
「臼t1!~J 煩裂では個性重視志向と団らん室監視，忘向 ，
「慣習裂」類型では家放室重視志向，ユカ既ぷ向，モノ
多所有否定等の関連が検出Zきれた。乙のようIC:，イtf;!l鋭
バターンが住の諸側面IC対する住意見 ・住f理想の違いを
引き山しており，この方法IC:よる住宅の平副締成志向犯
健か可能であるζとが実証されたと考える。
また，住居F観類型と住み方との関i虫からその平面術成
志向を分析し， i誇示型j類型の個室より居間優先志向
およびイス座志向. r合埋型」頬型の個宅後先志向，
「臼H!型J 頒~の私室優先志向と個性老視ぶ向， r作l~
Ji!.1J獄型の家族室電視志向およびユカ1mぷ向.flみ}51ζ
おける矛盾の多さ等が検出された。
とのようIC:，住意見・住昭旬、でとらえた各住民側バター
ンの平面続成志向と ，実際の住み方でみられた、ド厨川成
志向との間には，大筋では類似の傾向があるといえる。
しかし，この調査対象者の住空間が3DK~という限ら
れた宅問であり，しかも必要側室3室以tというぷ盾の
ある住み万を余儀なくされる家庭が約%もある乙とから，
化意見・住理怨をストレートに住みJjlζ表現するととが
不OJ能な居住条件てある乙とを考慮K泣かねばならない。
すなわち，制限のある空間の中で，{主怠見 ・{主卸!忽!は少
しその志向を変形させ，弱化させながら住みノ引ζ表出し
ていると与えられよう。
次IC，住居観と外観デザイン，志向の閲速では， r誇示
1'U縦型と「重厚J志向. r償習型」頬塑と「臼本伝統
的」志向の関連は明確に検出されたが，r合血相Htl型
の「軽快J志向および「自律型J~型の「はなやかJ ぶ
向は，それぞれ「ひかえめJ， i終快Jと組み合わせた
溺合にその関連性が検出された。
このように，住居観と外観デザイン芯lujの|刈述は，ほ
ぼ抽出されたが， なお一部については閃述の~~~、部分も
存在している。また，本報でとりあげた外観デザインの
il物の対象か住宅であるζとより，その外観デザインは
住宅内部の生活を述想させるものであり，その怠味で住
居観との関連が検出されたともいえる。したがって，乙
の結果が他物一般の外観デザイン志向把録に通用しうる
ことを示しているとはいえはいと考えられる。
? ????? 住
しかし.住居観パターンと外在日デザイン志向には一定
の関連がみられ，住居観バターンが住宅の平面構成だけ
でなく .住宅の外観デザイン解析の指標としでもある粍
度有効性をもっ乙とが実証されたと考える。
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Summary 
The dwellers， above al the housewiv巴s，of the apartment houses (3 DK TYPE) in Kozoji New Town. who have the 
identical condition of dwelling space and residential districts， are the subject of this investigation_ 
The relation between four patterns of the private view of dwelling house and home life， and demands for house 
planning and the exterior design of dwelling， have be唱nstudied_ 
The foUowing results are obtained_ 
1) Specific characters of the pauerns of the private view of dwelling house and home life are deduced by opinions and 
ideals for dwelling house and home Iife and the way of Iiving in the house_ 
2) Specific characters of the patterns of the private view of dwelling house and home life are particaly deduced by the 
exterior design of dwelling. but not partically deduced. 
3) It is found that the private view of dwelling house and home life is an expected index for analyzing the demands 
for house planning and the exterior design of dwelling. 
( 14) 
